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1．はじめに
　19からI9世紀にかけて、紡績、織物、鉱山業などが手工業から水力、蒸気を使用するものになり、産業革命
がいくつかの段階を経て成し遂げられた。
　情報革命は、lg50年代から始まった大型汎用機時代・19宮O年代からのwi皿telといわれるパソコン（以下PCと
略記）の時代を経て、オープンソースソフトウエア（Op㎝S㎝T㏄Softw田re以下OSSと略記）の時代にさしか
かっている1㌧OSSとは、プログラムのソースコードが公開され、誰もがプログラムを見たり、使用したり、
コピrしたり、改良することが許されるソフトウエアである。因みに、大型汎用機時代、PC時代のソフトウ
エアの多くはソースコードは公開されず、コピーを禁止Lている。
　1984年、リチャード・ストールマンが提案しフリーソフトウエアの概念GPL（G★U　Publio　Li㏄n呂e）が生ま
れた。ソフトウエアは開発した人に著作権があり、他の人が使用するためには代償支払うなどして許諾（ライ
センス）を受ける。GPLは1g呂g年に少々改版され、ソフトウエアは公共の知的財産であるから自由にコピー、
使用、改変、再配布してよい。ただしGPLソフトウエアを不1」用して開発されたソフトウエアもGPLとなるとい
うもので、今日に至る’までその通りに実行されている。この運動は著作権擁護の運動とは逆の方向なので、コ
ピーライトをもじってコピーレフトと呼ぶ！〕。その後、ブルースーペレンスのオープ・ンソースの定義岬、1ヨ〕、
1ヨSD（BeIk1巴y　Softw趾e　Di冨tribu廿on〕、NPL（Net；c叩巳Puお1io　Lio㎝舵）、MPL（Moヱm刮Pu出1io　Li㏄皿呂e）、パブリッ
クドメインなど微妙に異なるライセンスが共存するOSSの時代を迎えてい乱
　なぜ現在のPC時代からOSS時代に移る必要があるのか、その理由を以下に述べる。
（1）情報社会のインフラともい．うべきOS（Ope咀ting　Sy畠蛇m）が・全世界のハッカ（真のプログラマ）のボラ．
　　ンテイア’活動によって育てられている
（2）同様にアプリケーショ．ンソフトウエアも世界中のハッカが提供している
（3）ストールマ．ンが提案しているGPLは、情報社会のソフトウエアは古くから伝えられている科学的知見と同
　　様に全人類の共有財産であり、利用は自由である
（4）科学的知見と同様、知りたい人、使いたい人は無料で利用できる
（5）OSとアプリケーションソフトを無料にすると、ソフトウエア産業は成り立たなくなると危慎する人がい
　　るかもしれないが、今後本研究で述べるように、その心配はなく・むしろ情報技術禾1」用が芦らに広まる
（6〕大型汎用機時代、PC時代のピジネスは、大きな資本と情報技術が必要であるが、OSS時代の情報痒業は、
　　これまでより資本と技術がなくても可能となる｝
（7）大型汎用機時代、PC時代のように使用するソフトウエアのソースコードが非公開であると、障害がおき
　　たときに困るとユーザが感じるようになった
（呂）ユーザの立場でみると大型汎用機時代は、情報装備に莫大な費用が必要であった。PC時代でも一人1台以
　　上のPCを会社が従業員に配布するときなどまだ費用はかか乱OSS時代は、OS、アプリケーションソフ
　　トは無料のものを使い、その先のソリュー．ション、保守に費用をかけ、全体として安くて使い易い情報シ
　　ステムを入手す乱ユーザのこの願いをかなえるのが、OSS時代のビジネスモデルである
（9）現在の情報社会の問題は、世界中の人が使用しているWi皿dow畠およヴそのAPIが公開されていないので、
　　マイクロソフトに依存しないとプログラムは作成できない。これはソフトウエアの発達を阻害する
　本研究はOSSの現状を述べ・将来日本の目指す方向を提示する。
榊＾OAI，Tok齪hi［情報システム学科］
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2．OSSの全体像
　表2．1に主なOSSを示す。これらはOSS社会では非常に有名なもので、順不同であるがこの表に示す順に概略
を述べる。
　　　　　　　　　　　　　　　表2．1主なオープンソースソフトウエア
OS
GUI
W巳止ブラウザ
エデイタ
分類
アプリケーション
インターネットサーピス
DBMS
ファイルサーパ
プロトコル
ソフ・トウェア
U皿ix，Lhux，F祀eBSD，GNU町前em
ONOM1ヨ，KDE，X　Wi皿dow　Sy呂t巴m
H肥fox，ly皿x，刮may且
Em曲昌，Ψi，L拙跳
OpenO冊ioe，St趾Sui佗
Ap固d1e，S日皿dm曲il，BIND
Po；t壇祀sQL，MySQL
S且mba
TCP皿〕
2．10S
2．1．1　unix
　OSSの始まりは・1969年にベル研究所のデニス・リッチrケン・トンプソンによって開発されたUn1xであ
ろう。当時ベル研究所には多くの測定器、分析機があり．、データ収集、データ処理にDEC，HP、プライム、
パーキンエルマ、ワングなどのミニコンが使用されていた』しかし、これらのミニコンのOSは別物であり、
処理結果のやりとりは不可能であった。この状態を解決するには、高級言語で書かれた移植性がよいOSを開’
発してそれぞれのミニコ’ンにインストールすることと考え・実行した。ベル研究所内でUnixのよさが証明され
た。
　Unixには商晶価値は十分にあったのだが、当時のベル研究所はAT＆Tの子会社でありAT＆Tは独占禁止法で
情報産業への参入は禁止されていたので、Unixのソースコードを公開し全世界に無料で配布した。OSのソー
スコード公開と無料配布はこれが初めてである。U皿ixのソースコードは世界中の大学のコンピュータサイエン
ス学科で教材として使われ、改良と機能の追加が行わ枠た。結局、250種類のUnixができた。有名なのは、
UCB，とMu，M1TのUnixである。19呂6年、AT＆Tが分割され情報産業への参入が許されたので、各杜からSol㎡岳，
Hp－UX，A灰，SCOなどの有料のUnixが発売され使用されている・ここで間題なのは、異なるメーカの異なる機
種間でデータがやり取りできるようにUnixが開発されたにもかかわらず、微妙に異なるUnixが世界中にできて
しまったことである。ベンダ（供給）側がユーザを囲い込むためにそうなるのであるが、ユーザには迷惑であ
る。しかし、大型汎用機時代に比ぺればデータのやりとりは容易になった。インターネット上のサーべOSと
してU皿hは約2脇のシェアをもっている引。
2．1．2　Linux
　PC用U皿ixとしては冊巴巴BSDの方が歴史は古いが、典型的なOSSとして有名なLi㎜xをとりあげる。1991年、
ヘルシンキ大学生のリーナス・トーバルズがPC用U皿ixの必要性を感じ、タンネンバウムのMi皿ixを参考にして
独自に開発した。さらに、2，1．1で述ぺたUnixが微妙に異なる版ができたことを教訓にして、Li㎜xの核心部分・
（カーネル）の版の管理は現在もリーナス・トーバルズ自身が行うようにして開発してい乱
　1991年、Limxの最初であるO，O1版をインターネット上で公開し、使いたい人はどうぞ使ってください・ま
た、改良案、バグがあったら教えてください、とよびかけた。それ以来、ボランティア開発協力者が現れ現在
開発者は5万人ともいわれる。ユーザは全世界で5000万人を超えている百〕。
　Li㎜xは、無償だから使われているだけでなく、いくつかの教冒11を世界に示している。コンピュータのハー
ドウエアは、ムーアの法則・〕が現在も続きI8ヶ月で処理能力が2倍に進歩するが、価格はほとんど変わらない
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ということを40年問続けてきたので、その進歩はドッグイヤーといわれている二それに比較すると、ソフトウ
エナの進歩は遅い。1BM、富士通、マイクロソフトなど1社で開発するソフトウエアには限界がある。マイク
ロソフトが1996年に発売したWindow昌NTサーバは、19呂O年代に開発を開始したが、バグが多く残り動作は不．
安定であ乱Li㎜xはリーナスートーバルズが中心となり、世界中の5万人のソフトウエア技術者が協力するこ
とで、ソフトウエア開発速度が高く、バグが少なく、動作は安定してい乱その上無料で使えるので世界に広
まる速度が速い。L1㎜xとWi皿dow；NTサーバ、Wi皿dow；XPエンタプライズを比較すると、遅いソフトウエア開
発速度を上げる最善の方法は、OSS文化であると世界中が注目している帥。
2，2Gul（G帽pηcal　UserlnteH目oe〕
GU1はコンピュータと人問の接点ともいうべき大切なソフトウエアで・、大型汎用機の時代はCUI（Ch趾且oter
U畠eエI加erf刮c巳）使用された。ムーアの法貝1」が続いて■ンピュータの価格が下がり、個人的にコンピュータが使
われ始めたころ、アップル杜がコンピュータ資源の一部を使用して、ソフトやファイルをアイコンで表し、ソ
フトを起動したり、ファイルを開いたりするのに、アイコンのダプルクリックで可能にした。その他、ファイ
ルの消去はごみ箱にすてる動作・ファイル・．編集などのメニューなどさまざまな機能をつけた。これが・多く
のユーザに受入れられた。これを見てマイクロソフトは、MS－DOSをGU1化してWi皿dow；1．Oとした。
　MS－DOSは、．19宮1年に1BMが初めてPCを商品化したときに採用したOSでCUl（Chmc此エU畠e正h舵㎡且㏄）であ
乱CU1であるU皿ixを手本としたOSであるので、人間が文字入力によってコンピュータを操作していた。Cm
はコンピュータの操作を難しくしていた。
2．2－1GNOME（GNu　NetworkObjeot　Model　Environm畠nt〕
　1969年に開発されたUnkはCU1であったが、UI（U舵TInterf且㏄）を改良するために、多くのwindowを開いて
作業を行うXWindowSy冒蛇mが使われた。
　GNOMEは1997年LinuxのUIを改良するために、ミゲル・デ・イカザが開発したOSSである。レッドハットソ
フトウエア社が協力したので、RedH前Li㎜xの時代（200ヨ年まで）から現在の冊do晒Co祀6までパッケージされ、
Redh且t系Limxのデスクトップ環境はGNOM日が使える。ONOMEの環境を一言で云えば、・Window岳に年々近づ
いているといえる。
2．2．2　KDE　（K　De昌ktop　Environment）
．GNOMEに先行したLinuxのデスクトップ環境ソフ’トでP直dor且Co祀6にパッケージされている。Window冨に似’
ている点でGNOMEと同じといえるが、使用した慮じは異なる亨使用する人の好みで選択肢があるのは幸せで．
ある。ただしこのKDEは、過去にQtという独占的ライプラリィを使用していたので、．Qtに拘東されるおそれ
があったが、1998年にQtの制約はなくすという発表があり現在は広く使われている。
2．3webブラウザ
　webブラウザは、インターネットユーザ拡大のキラーアプリケーションというべきソフトであ乱19呂9年欧
州粒子物理学研究所（CE㎜）のテイム・バーナーズ・リーが、缶巳bサーパソフト．とwebブラウザを開発した。
1993年、イリノイ大学スーパー一ンピュータセンタ（NCSA）がMo舶icというブラウザを開発し、OSSの形で
世界中にイン・ターネット経由で配布した。これでインターネットの普及にはずみがついたが、イリノイ大学当
局がOSSを管理しようとしたためMo；割icの改良は停止し、開発メンバはいなくなった。シリコングラフィック
ス杜CEOジム・クラークが、1日Mo冊ic開発メンバに新たなプラウザ開発．を提案しれネットスケープ社を設立
し、N創昌o且peというブラウザを開発した。アカデミックユースは無料、企業で使用する人は1本2000円であ乱
これが世界申に広まり使われた。
　これを見てマイクロソフト社はWi皿dow冒にインターネットエクスプローラ（IE）というブラウザを組み込ん
で販売を始めたので、ユーザは自然にIEを使うようになりネットスケープ社の経営は不振に陥りAOL社に買収
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された。ブラウザ業界は以上のような状態であるが、なおOSSのプラウザ趾eFoxがあり、セキュリテイの機能
がすぐれているのでかなりのユーザがいる。
2．3．1Mozilla
　ネットスケープ社のNe曲㎝p巳ブラウザの開発プロジェクト名であるが・ネットスケープ杜がAOL社に買収さ
れたので、プラウザはOSSとなり、R巳dH前Li㎜xにパッケージされ配布された。P巴do冊Co肥IまでMozi1I田がパッ
ケージされていた。
2．3．2　Fir自Fox
　2004年二1月・胎do咀Co祀3からブラウザはPi祀Poxがパッケージされている。ベン・グッドイヤとブレイク・
ロスが、Mozm且のセキュリティを高めるために全面的に書き直した。IEの脆弱さに企業ユーザは困っている
ので、FireFoxを使用する人は増加している。
2．4エディタ
　プログラムを作成する、プログラムを修正する、文章を作成するなどを行うソフトウエアである。商用ソフ
トではマイクロソフト社のワードが最も多く使用されている。
2．4．1vi
　1970隼代にUCBのビル・ジョイが開発しむU皿ixに組み込まれ、OSをインストールしただけで使用でき乱
OS，TCP岬の設定はviを使用Lて行う。
2．4．2　Emao昌
　19S5年、GPLを提案しOSSの世界で有名なリチャード・ストールマンによって開発され、匿名f印で世界中に
配布された。’日本でも多くのプログラマが使用し、その使い易さはわかったが、プログラム作成の際日本語の
コメントをつけることができなかった。何十人ものボランテイアが協同で日本語入力を可能にして、Unixや
Li㎜xを使用している人はほとんどEmao冒を使用している。メール送受信、ニュースの送受信など’ワrドとア
ウトルックでできること以上の機能を備えている。
2．4，3　Lalex
　スタンフォード大学のドナルド・クヌース教授が19η年に考案し’た文書整形システムであ．ろ丁巳xをべ一ス
に、レスリー・ランポートによって開発された文書整形システムである。数式、数学の記号、図、表などをワ
ープロソフトとは異なる方法で処理する。厳密にはエディタではないがここに分類した。．開発当初からパブリ
ックドメインソフト（PDS）で全世界に配布されれLinuxにパッケージされており・筆者も愛用してい糺
情報処理学会への論文投稿は、20年前から紙にプリントして郵送するのではなく、L且texのソースファイルを
ネットワーク経由で送信する。
2．5アプリケーション
　アプリケーションソフトはWi皿dow昌やLimxの上で働くソフトのことでWindow冒では、ワード、エクセル、
パワーポイントニアクセス、アウトルックなどが有名であり、マイクロソフト社ではこれらをまとめでマイク
ロソフトオフィスと名づけて販売している。
2－5，10penOffioe
　Op㎝0ff1oeは、マイクロソワト社のオフィスξ同等の機能をもつアプリケーションソフトを・サンマイクロ
システムズ社が開発、販売していたSt趾Of丘oeをオープンソース化したものであ乱ワープロはWTit町、表計算
一196一
新潟国際情報大学情報文化学部紀要
はC且1o、プレゼンティションソフトはImp祀冒冒、・データベース管理ソフトはB且肥という名称である。多数の
Limxにパッケージされており、Li㎜xユーザは無料でマイクロソフトオフィスプロと同等の機能を入手できる。
日本の文科省が全国の小中学校にPC教室を設備しようとしているが、国家財政は破・綻してい乱そこでLimx
とOp㎝Offi㏄に着目している。PCのハードウエアは約5万円であるが、これを動かすソフトはWi皿dow昌とオフ
イスで5万円は必要である。このソフトの予算が不要になるのである。この動きが日本全体に及ぼす影饗は大
きい。・
2．5．2　S拍rSuite
　サンマイクロシステムズ社が開発、販売しているのはS1乱rO肚i㏄であ．る。St趾O冊oeに一太郎の文書を処理可
能にし、サポートサービスを加えアジア圏では商標権の関係でSt趾Suiteの名称で2002年から販売されている。
宥料のソフトではあるが、ソースコードは公開されている。
2．6インタネットサービス
2－6，1　＾paohe
　世界でシュア70％のWe出サーバソフトである。Webサーバソフトも、ブラウザを開発したテイム・バーナー
ズ・リーによって開発された。ブラウザのMo冒且ioと同様にwebサーバソフトもイリノイ大学のNCSAで書き換
えられたものがインターネット経由で世界中に配布された。世界中のユーザから寄せられた意見をもとに毎日
のように改版（パッチをあてる）した。Mo畠旦ioと同様大学当局の介入の後、メンバはネットスケープ牡へ移り
新たな有料のw曲サーバソフトの開発をはじめた。
　ブライアン・べ一レンドルフ、ベン・口ニリーらは、NCSAの改版だらけのwebサーバソフトに自潮の意味
を込めてパッチだらけを意味するAp副oheという名前をつけて改良を始め、世界中に無料で配布した。これが
Li㎜xと同様の効果をもたらし、スキルの高いユーザが改良に協力する体制が確立し・Apaoheの性能がネット
スケープのNet；oape、マイクロソフトのπSなどのw已bサ」バソフトを凌駕している。現在w巳bサ」バソフトの
中でシェアは’1位である。
2．6．2Sendma1l（Post椚x）
　S㎝dm且i1は1970年頃エリック・アルマンが開発した。インターネット上で使用されるメール転送のソフトで
あり、ARPANETのときから使用されているアプリケーションである。研究情報のやりとりのために税金で開
発したソフトなので・はじめからρSSである。1990年にインターネットの商用利用が始まり・ユーザが7億人
にもなると、セキュリティ対策をせずにS㎝dm出1をオープンリレーを許可するのまま使用すると、スパムメー
ル送信の足がかりにされはじめた。原則セキュリティ対策をしたPo呂甘ixが主流になりつつあ乱
2．6．3BlND　（Berk1目y　lntern創Nam目Donrain〕
　1970年代にポール・ヴイクシィによって開発されたB㎜Dはr　DNS（Dom刮inN㎜e　Sy畠t巳m）サーバソフトの
名前である。DNSは、世界中でインターネットに接続さ’れている7億台のコンピュータを識別するためにつけ
られた工PアドレスとeメールアドレスやURLに使用されているトメインネームを相互変換するソワトであ乱
IPアドレスは32ピットの2進数であり、コンピュータとネットワークは2進数しか理解できないが、人間が32ビ
ットの2進数を扱えば必ずミスが入る。これを回避するために、人間は巳メールアドレスやURLを使用して入力
するが÷㎝teIキーを押すと・DNSが2進数のアドレスに変換して理解するのである。インターネットのすべての
アプリケーションが利用するソフトであり、これがOSSであることはインタrネット普及を早めた要因である。
2．7RDBMS（Relationa1Data　B旦昌目M日n目g畠ment　Sys－em〕
　現在使用されている情報システムのほとんどはデータベrスシステムであるといっても過言ではない。なか
でも1970年に開発されたリレーショナルデータベース（RDB）は、世界申で最も．多く使用されている口この
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ことは、オラクルというRDBソフトを販売しているオラクル社が世界第2位のソフトウエアメーカーであるこ
とを見れば明らかである。オラクルの最も低価格のソフトでも500万円であるが、このRDBMSソフトにもOSS
がある。
2，7．1Po昌tgreSQL
　Po岳t臣e呂というRD1；MSソフトカ℃CBのマイケル・ストーンブレーカ教授によって開発された。1988年から大
学の外にも配布し始めたが、やがてバグその他の対応は研究室では木可能になり、Po呂哩Te；ゐ開発は中止され
た。その後カナダ在住のマーク・フルニエを中心とするグループが、Po畠tg祀畠をPo冒tg祀SQLと名称を変え、
OSSとして公開している。本学のRDBの演習に利用させていただいている。商用w巴bサイトをOSSで構築する
際、代表的な構成として、Li㎜x，Ap刮ohe，Po冒t星爬SQL，PHPが使用されている。これらのソフトウエアの頭文字
をとって、LAPPと呼んでいる。超低価格で商用webサイトを構築でき乱
2．7，2MySQL
　スエーデンのマイスイーケル（MySQL）社が開発を行い、オープンソース版、商用飯を出している。ユー
ザの環境、能力、費用に応じて、ライセンスやサービスを選択できるようになっている。欧米で多く使用され
ている。商用w．bサイトをPo呂鞍eSQLの代わりにMySQLを使用するケースも多くそのときはLAMPと呼ぶ。
2．8ファイルサーバ、S目mba
　アンドりユー・トライジェルが開発したファイルシステムである。その機能は同じネットワーク上にある
LimxマシンとWindow畠マシンのフ了イルを共宥可能にする。ファイルと同様にプリンタを共用できる。仕事
の都合でLinuxを使う人、Window畠を使う人、両方使う人がいるので非常に便利である。さらに仕事上のファ
イルに対し、アクセスを許可するしないの管理、いわゆるアクセス管理の機能がある。
2．9TCP－lP
　TCPハPはインタネットのプロトコルとして使用されている宥名なソフトで、解説書が300冊にもおよぶ’ので、
ここではTCP佃もOSSの代表的ソフトである・という紹介にとどめる。2．6インターネットで、Ap且ohe，
S㎝dm丑iI，BINDをとりあげたが、これらはTCP疵のアプリケーション層といわれているもので、TCP〃の一部
’である。
3．オ■プンソースソフトウエア活動
3，1GNu（GNui呂Notunix）プロジェクト
　19呂5年、リチャード・ストールマンによ．り設立された。Unix互換のGNU町冒temというOSをイ乍るためである。
しかし・GNU昌y；temの完成は遅れ・代わりにEm且c冒，G㏄，X　Window　Sy；temが世界申に広まった。PSP（P鵬
So丑w鵬Pound田ti㎝）という財団も作り、GNU；ソ昌tem開発資金にあてた。集まった資金は少なかったが、Oでは
なくGNUの活動は今日まで続いている。GNU畠y冒temの完成形はLi㎜xによって実現されたので、ストールマン
はLimxをGM几h咀xと呼ぶことを提案しているが、ハッカ達の賛同は得られていない口
3－20SDL　l［o、（Open§oum昌Development　Laboratories）
　OSDLは・2000隼呂月に1BM・インテル・CA（Computer　A畠畠ooi面te呂）、HP，NlヨC、日立、富士通が中心となり
設立されたNPOである。2003年には、リーナス・トーバルズも参加した。その後、参入する企業が増え、2005
年7月には70杜となった。活動の目的は、OSSの利用促進であ乱
　現在1芋、市場を3つに分け市場ごとに活動している。
　1つ目の市場は通信である。通信事業社が、信頼性の高いソラトを必要としているこ’とに対応し、Limxを使
用できるよう開発を進めてい乱第3世代の携帯電話にはLhuxが使用され、クレジットカード、音楽再生、テ
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レビ、地図情報、定期券などの機能がつけられ、使用されていろ。
　2つ目は、IT企業向けである。ユーザが安くて堅牢なソフトウエアを求めているが、まだ満足できるものを
供給できていない。ソフトウエアの基盤であるOSの使用料が安く、多くのユーザが同じOSを使用すればソフ
トウエア全体が安くニバグが少ないものを供給できる。
　3つ目は、ユーザ企業向けであ糺Wi皿dow冒に比ぺて安く、セキュリテイに優れているので、ユーザ企業に
はメリットである。’
　以上のように、ネットワーク社会の基盤である通信事業社、1丁企業、ユーザ企業ヨ者にとってメリットのあ
るOSS文化がこれから実用化されつつある。ユーザ企業が今後OSSのメリットを享受するためには、ITのスキ
ルを上げ、ユーザ自身が満足できるシステム構築に参加することが必要である。
　OSSとは異なるが、インタネット上で不特定多数の人が作成しているウィキペデイアという百科事典があ糺
もちろん無料で公開されてい糺科学誌Natu祀、2005年の調査によると、科学に関する42項目のうち、ウイキ
ペデイアは、1項目平均4つの誤りがあったがブリタニカにも平均3つあった。その調査報告の直後、ウイキペ
デイアの誤りは訂正されたが、ブりタニカは次の版までそのままである。情報を公開して、世界中から共有す
るという文化が広まりつつある。
4．おわりに
　OSSで情報産業は成り立つのか、という素朴な疑問が聞こえてくる。ある情報システムを導入した企業は毎
日情報システムを構成しているソフトウエアを使うことになる。トラブルに対処しながら使い続け、事業の変
化に対応して情報システムを構成するソフトウエアも進化させる必要があ乱OSやアプリケーションソフト
が無料もしくは安価に構築できても、．このトラブル対応や事業の変化に対応するための費用まで無料にして欲・
しい、とユーザは言わない。これまでユーザは、情報システムを迅速に変えられないためにピジネスを簡単に
変えられなかったが、変化に迅速に対応するための費用は惜しくはない、とユーザは思ってい乱変化に対応
する情報システムを供給する1丁企業も効率化して、利益がでる体制とする。安価で良質な情報システムが広．く
使われるようになる。これが、OSSでもピジネスが成り立つモデルである切。
　よりよいソフトウエアを迅速に開発できる土台ができたといえる。情報システムの開発をこれまでのまま進
めるか、安価で安全そして迅速に変化に対応できるOSSにするか、決めるのはユーザであ乱
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